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コ
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や
な
せ
た
か
し
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　国道３２号線根曳峠を北

に越え、北滝本集落を左

折して市道を行くと三瀧

神社の鳥居が右手に見え

る。参道を進むと、毘沙

門堂・三瀧神社の前に着

く。谷川には上段・中段

・下段の３つに分かれた

毘沙門の滝がある。落差

は上段から、約９ｍ、１１

ｍ、１５ｍで、上段の滝に

は、天然記念物にも指定されている直径・深さと

も約２ｍの見事な瓯穴※１がある。これらの滝の上

は、高原状の平地で、４反ほどの水田であったが、

現在は植林になっている。

　三瀧神社は、この滝の

神を祭った社で、水の恵

みを祈願して祭られたも

のと考えられる。地域で

は首から上の病にご利益

があるとされ、参詣に訪

れる者も多いという。

　新平山発電所の上方に、

数本の巨木に囲まれた地

蔵堂がある。字名は安楽

寺で、境内には、室町時

代の梵字が刻まれた五輪

　私たちは、香美市広報委員会広報部会の委員

です。広報香美の誌面の校正・企画提案等を行

っていきます。

　読みやすい誌面作りに取り組んでいきますの

で、ご愛読よろしくお願いします。

塔の残欠が残っている。

　「南路誌」巻１２によると、土佐山田町平山に

昔、安楽寺という大伽藍があり、仁王門や脇寺があ

った。元々、毘沙門天と不動明王が本尊であった

が、失われ、北滝本の百姓弥三右衛門が享保１４

年（１７２９）に、木造毘沙門堂を造立した。しか

し、すぐに破損し、享保１６年に甫木山郷※2大庄

屋五兵衛が再び造立したという。現在の毘沙門堂に

は、前述の木造毘沙門天と、木造弁財天が祭られ

ている。木造の弁財天の仏像には「寿永の昔、平

虎丸が壇ノ浦の戦いに敗れ、弁財天を背負って逃

れ来て、安置した」という伝説が伝えられている

が、現在ある仏像は、近世になってから信者によ

って新造して祭られたものと思われる。

　毘沙門堂の下手

３００ｍほどの堂門

の傍らの墓石は、

虎丸の墓とも伝え

られるが、碑文は

不明である。

（香美史談会）

※１　瓯穴は、川が岩盤を流れ下る時、流水や岩
石が岩盤を削り、凹地や袋状の岩盤を形成するも

ので、川底には丸石が見られることがある。

※２　甫喜（木）山郷は、東川・平山・曽我部川

・繁藤・南国市成合などで成立し、北滝本は、年

代によって平山と繁藤の枝村であったと思われる。

◆
香
美
市
民
の
健
康
づ
く
り

推
進
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

第
１
回
香
美
市
長
杯
香
美
市

民
の
健
康
づ
く
り
推
進
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
※
先
着
40
組

【
日
時
】
５
月
５
日
（
水
）

【
場
所
】

土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

【
料
金
】

キ
ャ
デ
ィ
付　

１
万
円

セ
ル
フ　
　

   

８
千
円

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

※
別
途
コ
ン
ペ
参
加
料
金
と
し

て
３
千
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
参
加
資
格
】
香
美
市
内
に
、

在
住
ま
た
は
お
勤
め
の
方

【
罰
則
】
池
ポ
チ
ャ
・
Ｏ
Ｂ
各

200
円
（
上
限
千
円
）

※
罰
則
金
は
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付

【
申
込
方
法
】

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
・
ハ
ガ
キ
で
土

佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
同
伴
希

望
の
あ
る
方
は
、
申
込
用
紙
に

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
後

日
、
参
加
者
に
組
み
合
わ
せ
等

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
、
土
佐
山
田
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
フ
ロ
ン
ト
・
香
美

市
役
所
・
香
美
市
役
所
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
４
月
19
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
782－

０
０
５
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目
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６
２

（
香
美
市
長
杯
実
行
委
員
会
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◆
市
民
全
て
が

　
　
　
　

温
暖
化
防
止
を

　

地
球
温
暖
化
防
止
・
二
酸
化

炭
素
削
減
が
世
界
的
に
強
く
言

わ
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
市
民
も
積
極
的
、
真

剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
『
生
ゴ
ミ
や
残
飯
を
出
さ

な
い
。
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯

や
鉢
の
水
や
り
に
使
う
。
電
気

は
小
ま
め
に
消
す
。
買
い
物
は

マ
イ
バ
ッ
ク
で
』
と
、
誰
に
で

も
す
ぐ
で
き
る
事
も
多
い
。
大

切
な
地
球
や
自
然
環
境
を
守
り

後
世
に
残
す
こ
と
は
、
私
た
ち

大
人
の
責
任
で
あ
り
義
務
だ
と

思
い
ま
す
。
「
自
分
一
人
ぐ
ら

い
し
な
く
て
も
良
い
」
と
考
え

ず
、
今
す
ぐ
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

（
前
田
和
夫
）

　

香
美
市
広
報
委
員
広
報
部
会
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

任
期
平
成
22
年
３
月
１
日
〜
平
成
24
年
２
月
29
日
。

 

私
は
昨
年
10
月
、
バ
レ
ン
シ

ア
工
科
大
学
情
報
科
学
部
か
ら

高
知
工
科
大
学
に
留
学
し
、
任

(

れ
ん)

研
究
室
で
『
人
間
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
対
話
手
法
』
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
バ
レ
ン
シ
ア
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
。
大
好
き
な
故

郷
バ
レ
ン
シ
ア
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

バ
レ
ン
シ
ア
は
、
穏
や
か
な

地
中
海
性
気
候
と
き
れ
い
な
ビ

ー
チ
が
あ
る
こ
と
で
ス
ペ
イ
ン

中
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
ペ

イ
ン
料
理
の
代
表
と
い
わ
れ
て

い
る
パ
エ
リ
ア
は
、
も
と
も
と

は
バ
レ
ン
シ
ア
の
料
理
で
し

た
。
バ
レ
ン
シ
ア
に
は
、
紀
元

前
137
年
に
ロ
ー
マ
に
よ
っ
て
築

か
れ
て
以
降
、
時
代
の
変
遷
を

重
ね
、
数
多
く
の
歴
史
遺
産
が

あ
り
ま
す
。

　

現
代
の
バ
レ
ン
シ
ア
の
シ
ン

ボ
ル
は
『
芸
術
科
学
都
市
』
で

す
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
、
海
洋
博

物
館
、
科
学
博
物
館
、
ア
イ
マ

ッ
ク
ス
シ
ア
タ
ー
な
ど
芸
術
・

科
学
・
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
複

合
的
な
文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
前
衛
的
で
斬
新
な

美
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

香
美
市
の
暮
ら
し
は
私
に
と

っ
て
、
ま
っ
た
く
新
鮮
な
経
験

で
す
。
平
和
な
田
園
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
毎
日
「
チ
ャ

リ
」
に
乗
っ
て
、
香
美
市
を
取

り
巻
く
自
然
の
美
し
さ
を
楽
し

ん
で
し
ま
す
。

　

な
に
よ
り
嬉
し
い
の
は
香
美

市
の
人
が
親
切
な
こ
と
で
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
る
し
、
助
け
て
く
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き

る
こ
と
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

追
伸　

土
佐
弁
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

（
４
月
18
日
・
の
い
ち
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
）
に
出
演
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。　
　

　　作：國則　京花
（山田高校マンガ部）

おうけつ

ぼんじ

ＦＡＸ

私
た
ち
広
報
委
員
で
す

私
た
ち
広
報
委
員
で
す

私
た
ち
広
報
委
員
で
す

私
た
ち
広
報
委
員
で
す

左上から、樫谷雅道・岡本篤志・竹本光男・秋山保彦左上から、樫谷雅道・岡本篤志・竹本光男・秋山保彦
　　　　　・岡村博公　　　　　・岡村博公
左下から、小松智恵・竹崎立・吉本悦子・高橋清子左下から、小松智恵・竹崎立・吉本悦子・高橋清子

左上から、樫谷雅道・岡本篤志・竹本光男・秋山保彦
　　　　　・岡村博公
左下から、小松智恵・竹崎立・吉本悦子・高橋清子

毘沙門の滝（下段）毘沙門の滝（下段）毘沙門の滝（下段）

毘沙門堂毘沙門堂毘沙門堂

掲　

示　

板

香美史

記訪探
第１１回
毘沙門の滝と
三瀧神社
（土佐山田町北滝本）
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ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
タ
タ
イ
・　

　

デ
・
パ
ス
カ
ル　　　

   

（
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
市
）

コ
モ
エ
ス
タ
ス
？（
元
気
に
し

ゆ
う
か
ね
）　

土
佐
弁
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
出
ち
ゅ
う
ぜ
よ

☆
お
わ
び
と
訂
正…

香
美
史
探
訪
記
第
10
回
で
お
伝
え
し
ま
し
た『
お
釈
迦
様
花
祭
り
』は
昨
年
か
ら
新
暦
の
４
月
８
日
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。


